
 

               

 

 

消防行政協力者に対する表彰式の挙行について 

 
 

 和歌山市消防局では、令和６年３月１日（金）９時０７分に覚知した救急事案において、傷

病者に対して、迅速な１１９番通報と適切な救命処置で、尊い命を救った消防行政協力者に対

し、消防局長から感謝状を贈呈いたします。 

 また、この事案について、被表彰者に対し的確な口頭指導を行うことにより、救命に貢献し

た和歌山広域消防指令センター員に対し、和歌山広域消防通信指令事務協議会会長である消防

局長から表彰状を贈呈いたします。 

つきましては、次のとおり、表彰式を執り行いますので、お知らせいたします。 

 

 

１ 日 時 

  令和６年５月３１日（金）１４時００分開始 

 
２ 場 所 

  和歌山市消防局 ３階多目的ホール（住所：和歌山市八番丁１２番地） 

   
３ 被表彰者（人命救助表彰） 

（１）琴谷 貴之（ことや たかし） 様 （人命救助表彰） 

（２）奥 智行（おく ともゆき） 様 （人命救助表彰） 

（３）白濱 敏幸（しらはま としゆき） 様 （人命救助表彰） 

（４）湯川 拓真（ゆかわ たくま） 消防司令補 和歌山広域消防指令センター員（派遣

元：海南市消防本部） （和歌山広域消防通信指令事務協議会職員表彰） 
 

 

４ 事案内容 
解体工事現場で、９時過ぎ、派遣された作業員が急に意識をなくし倒れこんだため、付近にい

た琴谷氏が携帯電話で１１９番通報。その後、和歌山広域消防指令センター員の湯川消防司令補

の口頭指導により携帯電話の音声をスピーカーに切り替え、琴谷氏、奥氏及び白濱氏が順次交代

し胸骨圧迫を実施し、絶え間ない胸骨圧迫を継続した状態で救急隊に引き継いだ。 
その後、救急隊が心室細動に対し除細動を３回実施し、後着したドクターカー医師等により抗

不整脈薬が投与され、和歌山市内の医療機関に搬送中、自己心拍、自発呼吸ともに再開した事例

であり、傷病者は現在、軽快退院されています。 

 

５ その他 

（１）表彰式終了後、写真撮影を行います。 

（２）写真撮影終了後、別室にて取材対応させていただきます。 

 

※ 当日８時の時点で和歌山市に大雨・暴風警報等（波浪を除く。）が発令されている場合は、 

表彰式を中止します。 
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